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＜病棟連絡事項＞
・メンタルケア病棟ボイラーのエラーはまだ復旧していません。
・2023年病院機能評価：業務手順書見直しについて、8/15締切予定となっています。
・研修案内が来ていますので、参加希望者は高橋SGMへ連絡して下さい。
1.令和４年度看護補助者レベルアップ研修会

2.看護職の新型コロナワークショップ

3.令和４年度「病院からつなぐ地域包括ケア実践視野研修会」

＜患者様連絡事項＞
・小林　由紀子様～便通不良訴えあり、主治医不在の為、田名部Dr報告し便秘時継続指示とセンノシド錠2T　5回分処方となる。
　　　　　　　　　買い物について、生保受給決定なるまでは売店購入はなるべく控えてもらうようSWから話がある為、受け持ちスタッフ以外は伝票に判を押さないようにしてください。

・小栗　健太郎様～不眠時エチゾラム10回分処方あり。
・田村　真紀子様～尿失禁多く見られており、夜間のみオムツ・尿取りパット使用を検討中。オムツサイズはLLをお試しで週明け月曜日まで、使用して下さい。CSセットからのパットの貸し出しはしない為トイレ誘導は適宜声掛け行っていきましょう。良ければ担当の方で発注して頂く事としています。
＜要注目患者様検討＞
・板橋　利美様～飲水制限800ml/1日であるが、飲水量は少なく、食事の時以外は水分摂取していない様子。排尿は200ml程度午前中に1回あったとの事。食事や水分の摂取量に注意し観察、必要時は介入していきましょう。
・佐藤　英之様～アルコールに関連した言動は無く、日課も取り組む事出来ている。車椅子自走しているが、自室でトイレ移動時もふらつきは無い様子。今後はPTにてADL評価後、病棟OTからの歩行訓練等行って頂く事としている。
・山本　久美子様～膀胱炎の為、抗生剤服用中。膀胱炎による血尿は無し。下腹部やや疼痛あるようだが自制内で経過。水分摂取を促している。引き続き症状の観察を行っていきましょう。
・金山　辰巳様～易怒性や不穏さ無くホールにて過ごす。他者とのトラブルもない。
　　　　　　　　引き続き、突発的なトラブルに注意し観察・介入行っていきましょう。

・小山　仁様～「妻が死んだから墓参りとか色々やる事あるんです」「先生にずっと前から言ってるのにいじわるされてる」とやや興奮ぎみに訴えあり。コロナフェーズが4bである事、主治医の許可が必要であること伝えると「ここに入院しているのが間違いだ」と話す。他者を利用し電話代を借りようとする事もあるので注意しましょう。
・續石　啓介様～同室他者の独語に反応し大声で叫ぶことあり。スタッフ介入時には落ちついている。トラブルに注意し観察行っていきましょう。
＜SST評価検討＞

・金山　辰巳様～参加促すも拒否強く、不参加。
・沼山　真紀子様～目標の自己設定について説明するも理解乏しく主治医意見を仰ぎた

いと話す。SSTについて再度説明を行い、コミュニケーション上の

問題点や自身の病状についての振り返りを行う。

・他患者様は目標設定を行う事出来ており、不参加者はいない。
＜ぴあサポートミーティング評価検討＞

・参加者：田中　敬様、小田　沙也加様、神田　直樹様、佐々木　章洋様、

　テーマ：退院後、頑張りたい事

　各患者様が頑張りたい事と何故頑張りたいかを明確にすることが出来た。また、声掛けに対し拒否なく全員が参加されており、他者の発言に興味を持つ様子も見られていた。
　課題・注意点： 退院が近い患者様（佐藤准様）がいるにも関わらず参加を促していなかった。

＜虐待防止の標語検討＞
・「考えよう　患者の立場　心から」
・「気づいたら　ためらわずに　すぐ通報」
・「忙しい　そんな時こそ　笑顔で仕事」

上記のような標語が見つかりました。標語を組み合わせて西病棟としての案を提出しましょう。
西病棟案

・「振り返って、あなたの言葉と行動、虐待かも」
・「大丈夫、その思い込み、虐待のもと」
・「見ないふり、それも立派な、虐待だ」
＜コロナウイルス感染対策＞
・北病棟での感染拡大が終息し通常業務となりましたが、県内含め市内での感染拡大も落ち着いていない為、引き続き感染対策に取り組んでいきましょう。
・病棟の感染対策基本的な事は以下の通りです。

〇標準予防策の徹底（マスク、ゴーグル、一手技一手洗い、消毒）

〇ゾーニング（隔絶対応：部屋→ユニット→病棟）

〇感染経路別の対策（拡大を予防）

〇ＰＰＥ（陽性者への対応は決められたスタッフが行う）
